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院
に
つ
い
て

懐
徳
堂
と
臥
田
剛
立

麻
田
隅
立
の
解
剖
が

懐
伯
堂
座
談
會

〇
十
一
月
九
日

時
野
谷
勝
氏
評
議
員
飩
任
。

中溝大主大閾近
4,’ 阪
谷撼大大

後大贔数牧
i合ifili !] （T.. ［且ll:、1,l受

（
懐
徳
堂
記
念
會
）

〇
晶
念
祭
典
昭
和
四
十
二
年
十
月
卜
四
日
（
上
）
北
泊
本
會
（
適
他

内
）
に
於
て
、
午
後
一
時
よ
り
記
念
祭
典
執
行

"
M
一
時
四
卜
分
よ
り
ー
叫

念
晶
油
會
を
聞
き
、
大
阪
大
皐
助
敦
技
烹
川
俊
吼
先
生
の
「
日
本
封
建
帆

會
の
特
質
」
と
題
す
る
晶
油
が
あ
っ
た
[
9

0
秋
季
講
座
十
月
十
六
日
（
月
）
よ
り
ニ
ト
一

H
（
士
）
支
て
、
本
會
及

び
大
阪
大
旱
文
喉
部
主
催
、
朝
日
新
間
計
後
按
て
、
大
阪
大
學
松
下
盆
ぃ
館

四
階
命
ぃ
議
宰
こ
於
て
、
苺
日
午
後
六
叶
半
よ
り
八
時
ま
て
、
悛
原
作
杖
咀
由

第
三
十
四
回
lhJIL叫
、
騎
晶
者
延
三
百
名
3

油
題
と
晶
師

大

阪

の

心

妍
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大

叩

叫

中

水
川
紀
久
先
生

翡
倉
敬
尚
先
生

小
川
鼎
三
先
生

川

席

者

全

員

桃辱l

竹
中
納
一
先
生

打
坂
院
珀
先
生

9

岡
本
良
一
先
生

報

九
五

阪
大
牧
技

闊
大
敦
授

阪
大
助
手

京
大
敦
技
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木
付
従
一
先
生

竹
内
照
夫
先
生

野
村
茂
夫
先
牛

平
岡
武
夫
先
生

小
川
良
弼
先
叶

附
和
四
十
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年
二
月
十
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0
事
業
迎
螢
委
員
石
泊
純
太
郎
氏

一
日
大
阪
府
立
約
院
で
、
脳
軟
化
附
の
た
め
逝
去
。
先
生
は
昭
和
二
十
五

年
十
一
月
以
来
、
本
會
の
項
北
の
連
焚
に
湿
力
さ
れ
た
◇
昭
和
二
十
九
年

十
一
月
西
夏
晶
の
研
究
で
、
大
似
府
か
ら
「
な
に
わ
宜
」
を
受
ば
ら
れ
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
怠
を
表
し
ま
＋
＼

0
昭
和
四
十
三
墾
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三
ト
一
日
、
狸
事
澤
潟
久
敬
氏
退
任

0
四
月
一
日
、
川
中
健
一
一
氏
（
阪
大
文
亭
部
長
）
理
事
就
任
い

0
在
季
池
附
五
月
二
十
七
日
（
月
）
よ
り
六
月
一
日
（
，
オ
）
主
で
、
木

會
及
び
大
阪
大
亨
文
墨
部
主
催
、
朝
日
新
間
祉
後
按
で
、
大
阪
大
匁
松
下

會
詔
四
階
令
議
室
に
於
て
、
苺

H
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
主
で
、
恨
臼
堂

晶
崖
第
一
＝
十
冗
回
間
晶
、
閂
喩
叫
者
延
三
百
六
卜
名

泊
遅
と
講
師

論
語
に
見
え
る
子
貢

春
秋
に
つ
い
て

荘
子
に
つ
い
て

殴
字
と
文
化

日
本
に
於
け
る
佛
敦
と

古
典
文
聰

文
心
誰
龍
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、
}
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長
了
」
月
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七
日
伯
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が
ん
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，
 

，＇鼻

"
f
,
．

A~‘•3,99 

O)評
議
員
大
厭
網
一
郎
氏

r
,
1
 

た
め
、
東
京
員
立
が
ん
セ
ン
ク
ー
て
逝
去
r
)

謹
ん
て
哀
悼
の
音
心
を
表
し
ま

l
`
 

す



恨
他
堂
記
念
合
恒
祭
適
烙
に
て
摯
行
さ
れ
、

（
堂
友
會
記
事
）

四
十
二
年
十
月
卜
四
ll

會
員
多
敷
参
列
3

四
ト
ニ
年
十
月
二
十
八
日
會
員
井
口
金
次
郎
氏
死
去
。

同
氏
も
多
年
峠
晶
生
と
し
て
講
座
に
参
加
し
た
が
、
翡
潔
な
る
風
格
と
駕

宜
な
温
梢
の
人
格
を
以
て
後
進
を
育
成
さ
れ
て
居
っ
た
の
に
ど
齢
こ
よ
り

死
亡
さ
れ
た
の
て
あ
る
。
哀
悼
に
た
え
ま
せ
ん

四
十
二
年
卜
月
二
十
九
日
秋
季
見
摩
曾
を
南
山
城
の
詔
沿
詞
軒
及
説
竹

寺
で
行
な
い
、
噸
喪
彫
像
を
見
翠
し
た
。
こ
の
日
天
氣
咄
朗
、
心
芦
愁
砂

澄
、
参
加
者
市
街
地
の
沈
滞
氣
分
を
一
帰
し
た
3

講
師
、
閻
四
限
院
大
忍
ク
↓

痔
此
孝
先
生
。
参
加
苦
三
十
名
。

四
卜
三
年
一
月
二
十
一
日
松
下
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
委
員
會
間
仰
J

窟
上
大
阪
大
康
敦
投
木
村
災
一
先
生
こ
本
會
會
長
を
委
麟
し
て
創
原
＂
叩
な

得
た
。
つ
い
で
小
島
安
之
助
、
舟
木
虚
一
郎
、
富
岡
良
魯
、
本
川
弘
、
汀

美
枝
語
氏
こ
委
員
を
依
頼
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
凰
月
第
一
金
叩

II
こ
委
員

會
を
間
く
こ
と
こ
し
た
3

四
月
ニ
ト
一
日
春
季
見
墨
會
を
丹
波
山
國
の
ど
と
に
あ
る
大
肌
山
常

照
皇
軒
に
催
し
た
。
同
寺
は
光
巌
法
県
の
兆
域
な
る
山
閥
御
悛
の
あ
る
泊

境
で
あ
っ
て
折
柄
、
九
屯
及
左
近
の
桜
が
満
間
で
あ
っ
た
の
て
参
加
苦
一

同
燐
足
の
様
子
で
あ
っ
た
＂
渾
叫
師
ぱ
大
阪
大
限
牧
授
桐
渓
昇
先
生
，

参
加
者
四
十
五
名

四
月
じ
一
日
會
且
山
本
楢
后
氏
よ
り
金
壼
萬
闘
也
の
寄
附
な
頂
し

た
。
好
謡
を
感
謝
ナ
る
と

M
時
に
維
持
會
員
こ
推
選
し
た
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退

會

苦

E

亡

み祈
人
會
員

井
I
企
次
郎
氏

高
内
伯
堆
氏
有
尤
友
逸
氏
水

Iii
記
久
氏

氏

古

岡

辰

榮

氏

盆

邑

健

氏

悼

本

店

↑

氏

森
元
直
雄
氏
木
付
春
之
氏
中
野
昌

f
氏

員

動

静

七
月
十
三
日
、
十
四
日
臨
時
見
學
會
を
豫
て
の
熱
望
に
よ
り
、
瀬
戸

川
の
耕
三
守
の
大
三
島
の
大
山
祇
神
祉
見
根
會
を
催
し
た
。
先
ず
十
一
―
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刺
九
時
寝
一
時
尾
迅
に
着
。
汀
土
寺
や
千
光
寺
公
園
の
文
學
の
小
概
な
ど

を
見
學
、
夜
瀬
戸
田
の
住
之
江
旅
餡
に
泊
。
十
四
日
四

11
光
と
い
う
排
三

翡
を
見
物
、
后
、
大
三
島
の
大
山
祇
神
祉
を
正
式
考
拝
し
て
凩
喪
館
の

鉗
、
刀
剖
な
ど
の
國
賓
、
屯
文
な
ど
を
見
學
し
て
洲

□内
の
罪
か
な
風
兄

を
見
て
婦
阪
し
た
。
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